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第 11回貝塚公民館大会 

＜ねらい＞ 

 公民館利用者を中心に、いろいろな人・世代が集まり、お互いを知る、気づきを得る、共有する

場を目的とする。また、お互いの活動を知り、公民館の大切さを確認する場。 

利用者と職員がともに学び合う機会とする。 

＜状況・成果＞  

2/26 日曜日 13時～15時半 参加者 121人(来賓・保育・公民館職員含む) 

山手地区公民館会場 100人  浜手地区公民館会場 21人   

コーディネーター：堀内 秀雄（和歌山大学名誉教授） 

 コロナ禍において、3 回目の開催となる。以前は各館に集まっていたが、今回はメイン会場を山

手地区公民館にし、オンラインで浜手地区公民館とつないだ。自宅からの参加も可能としていたが

申込みはなかった。感染対策をとりながらみんなでひとつの会場に集まることで少しずつ以前の大

会に戻りつつある。 

 今年のテーマは、「共に学ぶ だれもが主役の公民館」。貝塚 3公民館は、子どもから高齢者・障

がい者・日本語を学ぶ外国人など多様な人たちが利用している。自分の活動だけでなく、他者の活

動を知り、一人ひとりにとって公民館はとても大切な場所だということを再確認する機会として取

り組んだ。 

 (大会当日) 

オープニングは、山手地区公民館「童謡をうたおう 

クラブ」の歌声で緊張感のあった会場が和やかな雰囲 

気となった。 

 

 

 

 

 

 

パネルトークでは、コーディネーターのユーモアある進行で、5 人のパネラーの活動紹介があっ

た。参加者にとってパネラーの話は身近に感じられ、共感・感動・気づきがあり、とても聞きやす

かったと好評だった。コーディネーターからは、「人柄が伝わった。5人とも公民館での経験が学び

となり基礎となっている。現在の公民館の価値・学び・つながり・生きがいを示してくれた。」と

パネラーの人選がすばらしいと称賛してくれた。 

また、「“公民館愛”（やさしい・あたたかい・思いやり）で、積極的・能動的に他者を大切にし

よう。貝塚の公民館は、市民と職員が一緒に作り上げてきた歴史がある。原点は“集い・学び・交

わり・結ぶ”これからも 3館を守っていっていただきたい。」との内容の話であった。 

グループトークでは、山手会場 11班・浜手会場 3班に分け、各班 6～10人編成となった。1巡目

は自己紹介、2 巡目はパネラーやコーディネーターの話で印象に残ったことや気づいたことについ

て話し合った。また自身の活動を紹介するなど、短時間だったが、初めて出会った人たちが語り合

12:30 開場・受付 

13:00 開会 あいさつ 

実行委員長・貝塚市長 

13:05 オープニング 

   山手地区公民館「童謡をうたおうクラブ」  

13:15 パネルトーク 

14:25 グループトーク 

15:05 発表・コーディネーターまとめ 

15:25 閉会 あいさつ 

15:30 終了 
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うことで、互いの活動に興味を持ち、新たなつながりも生まれた。 

会場運営では、受付名簿に名前が記入されていなかったり、班分けと名札が合致していなかった

ので、最終確認が必要であった。また、オンライン使用時の声のボリュームやカメラの設置場所に

より、浜手会場の映像で人の顔が見えにくく、音がこもって聞き取りにくかったという声もあった

が、この環境下ではこれが限界であった。 

また、時間配分に余裕がなく、終了時間が延長した。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                       ＜アンケートより＞ 

                       ・公民館愛を広げていけるように声を出し合っていけれ

ばと思う。 

・公民館は元気な人が行くのではなく、元気になるため

に行く。 

 ・どんな思いで活動や地域でやられているのを聞く機会がなかったので、知ることは大切だと思った。 

 ・公民館は楽しい、ハッとする人とのつながり、学びがある。何か私にもできる事をしていきたい。つながりがあれば、

役を引き受ける人が増えるのではないか。 ・パネラー5 人の話がとてもよかった。 

  ・公民館大会をこれからも続けていってほしい。 

  

≪実行委員会≫ 

 構成団体は、各館のクラブ協議会、貝塚子育てネットワークの会、貝塚ファミリー劇場、しゃべ

り場★公民館、3公民館職員である。公民館大会に一度も参加したことがないメンバーもいたので、

テーマの考え方の参考にと、職員より貝塚公民館が大事にしていることや、人が育つ公民館や人が

育ち合う公民館についてパワーポイントを見てイメージを膨らませていった。 

 実行委員会を重ねるうちに、クラブ活動だけしか知らなかったメンバーも、公民館ではいろんな

立場の人がそれぞれの場所で活動していることを知り、もっと他の人に伝えていきたい（自分たち

からの発信）と意識の変化が見られた。より多くの人たちに参加してもらおうと、「一緒に行きま

せんか」と声がけし行動に移していった。チラシ作成・報告集・当日の役割分担は、実行委員とし

て自分にできることで積極的にかかわってくれるようになった。  

＜課題＞ 

 ・第 12回は貝塚公民館 70周年の開催となるので、公民館大会の意義をもっと広く伝えていく。 

 ・オンラインの活用方法。 

 

 

 

【パネラー紹介】 

① 日本語会話よみかき教室ボランティア 上野 千賀子 

 公民館でのボランティア活動 

② NPO 法人 わとわ介護ショップ 塩谷 清子 

 公民館での学びから地域活動へ 

③ 障がい者就労施設 ワークサポートらぱん 仲村渠 康太 

 障がい者にとっての公民館での学びとは 

④ 浜手地区公民館クラブ「リトミック 1・2・3」 

ノンタン森のようちえん・まめっこルーム 椀澤 唯美 

 クラブ活動からのひろがり 

⑤ 貝塚ファミリー劇場 須田 祐子 

   子どもたちの成長を支え合う地域活動 

山
手
会
場 

浜
手
会
場 
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しゃべり場★公民館  

＜ねらい＞ 

公民館利用者及び市民と職員が共に公民館について語り考えていく場とする。 

10年目をむかえ、振り返りとこれからの活動について考える。 

＜状況・成果＞ 

 メンバー16人（職員 3人含む） 

 しゃべり場スタッフミーティング（以下、ミーティング）では、年度最終の会議（3 月）で次年

度の大きな目標と活動内容について話し合っている。その年を振り返り、どのような活動ができた

かを確認し、4月からの計画を立てていくためである。 

 今年度は 10 年目を迎え「しゃべり場★公民館（以下、しゃべり場）」は 10 年の振り返りとこれ

からについて考える機会にするために複数の講座開催を決めた。 

 第 1 弾は中央公民館で堀内秀雄氏を講師に迎え、しゃべり場の 10 年を振り返りつつ社会教育の

目的や貝塚公民館の歴史、強み、利用者と築きあげてきた活動を確認しながら、今後の活動への助

言や問題点を話してもらった。しゃべり場メンバーが自分たちの活動を紹介する動画を作成し、講

師や参加者からは、わかりやすかったと好評であった。 

 第 2弾には萩原雅也氏に講師を依頼し、貝塚公民館と他の公民館との比較や、外から見える貝塚

公民館について考えたり学ぶ機会としたが、講師の身内に不幸があり、直前中止となった。 

 第 3弾は場所を浜手地区公民館にし、公民館とはどういうところかを職員が自らの経験をもとに

わかりやすく話した。後半はグループトークで交流・意見交換が活発に行われ、他の利用者と話が

できてとても良かったとの感想が聞かれた。自分達の活動を振り返り、他の利用者の活動を知るこ

とで、公民館というところを再認識する機会となった。 

 第 4弾は山手地区公民館ホールでしゃべり場カフェを開催。テーマを「公民館のイイトコ探し」

とし、「なんで公民館を利用してるん？公民館に来たきっかけ教えて？公民館があって救われまし

た！公民館の PR を私たちがします！」について自身のエピソードを交えてグループワークを行な

った。公民館は自分の居場所、知人・友人との出会いの場、公民館の PR は口コミが一番など参加

者から様々な発表があった。一方、クラブ役員のなり手不足、免許証の返納で公民館へ行きたくて

も行けないなど現状の悩みも共有した。 

どの講座にしても、三館の利用者が一堂に会したことで、新たなつながりや学びの場となった。 

10周年記念講座第 1弾に参加した人たちの中から 2人が「しゃべり場」の活動に共感し、メンバ

ーになった。 

 ミーティングでは、新しいメンバーが加わり、意見交換がより活発になった。講座の企画運営に

追われがちではあったが、4 回の講座企画を計画し、うち 4 回目は公民館大会の事前学習会として

の位置づけで進めようと決定した。そのために、今までは公民館大会会議ではメンバーが交替で会

議に参加し、しゃべり場の意見をあげていたが、今回は固定の 2人が会議に参加することにした。 

うち 1人は公民館大会副実行委員長となり、公民館大会に積極的に関わった。 

 今後は、10年を振り返り、次へ向けて活動をどのように展開していくのかを考えるためにも自分

たちで冊子を作っていこうと話し合い、次年度へ持ち越しながら次の 10年に向けてのスローガン

を作り出す作業にとりかかっている。 
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＜課題＞ 

 公民館利用者はもちろん、公民館を利用していない人にも公民館 

の価値を知ってもらう場作りをさらに広げていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月日 内 容 会場人数 

4/15 スタッフミーティング① 中央・11 

5/17 スタッフミーティング② 中央・12 

6/17 スタッフミーティング③ 中央・13 

6/28 スタッフミーティング④ 中央・13 

7/7 

共催講座 しゃべり場★公民館 10 周年記念講座第 1 弾 

「しゃべり場★公民館」はじめて 10 年で貝塚公民館はど

うなった？ 

～次世代に伝える、つなげるため～ 

講師：堀内 秀雄（和歌山大学名誉教授） 

中央・70 

7/29 スタッフミーティング⑤ 中央・13 

8/4 事前打ち合わせ 中央・6 

8/26 事前打ち合わせ 中央・5 

9/1 スタッフミーティング⑥ 中央・14 

9/13 事前打ち合わせ 中央・5 

9/20 スタッフミーティング⑦ 中央・12 

10/13 スタッフミーティング⑧ 中央・12 

10/25 

共催講座 しゃべり場★公民館 10 周年記念講座第 2 弾 

「しゃべり場★公民館」あらためて「公民館」を学ぼう 

～ほんとにすごい貝塚公民館～ 

講師：萩原 雅也（大阪樟蔭女子大学教授・貝塚公民館運

営審議会委員長） 

中止 

11/1 事前打ち合わせ 中央・5 

11/8 スタッフミーティング⑨ 中央・8 

11/22 

共催講座 しゃべり場★公民館 10 周年記念講座第 3 弾 

公民館でできること～講座・クラブ・ボランティア～ 

発表者：南百合美（山手地区公民館職員）大野幸子（中央

公民館職員） 

浜手・54 

12/12 スタッフミーティング⑩ Zoom 使用予定（使わず） 中央・10 

1/17 スタッフミーティング⑪ 中央・12 

1/31 

共催講座 しゃべり場★公民館 10 周年記念講座第 4 弾 

しゃべり場カフェ～気軽に集まって話しませんか。温かい

飲み物を用意しています～「公民館のイイトコ探し」 

※コーヒー・お茶他の提供協力：山手料理ボランティア 

山手・39 

2/14 スタッフミーティング⑫ 中央・10 

3/20 スタッフミーティング⑬ 中央・11 

11/22 浜手地区公民館 

1/21 山手地区公民館 

7/7 中央公民館 
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保育ボランティア養成講座 

＜ねらい＞ 

公民館保育つき講座における保育者の養成を図り、ボランティアの体制と講座の充実につなげる。  

＜状況・成果＞ 

2/7、2/14 火曜日（全 2回）10時～11時半 受講者 6人 

講師:子育て支援センター「ひだまり」職員、津田認定こども園、三ツ松認定こども園看護師 

今年度の養成講座は新たな保育ボランティアの養成とすでに登録している保育ボランティアの

スキルアップも兼ねた講座をすることとした。 

中央公民館では、昨年保育付き講座が開講されなかったこともあり、事前に保育ボランティアが

集まって近況報告や今年度の保育ボランティアの活動をするにあたっての不安や悩みなどを話し

合う機会を持った。その際、子育て支援センターの見学や子どもの救急処置について知りたい、と

いった希望があり、事前に行った保育ボランティア養成講座担当者の会議で話したところ、企画に

取り入れてみようということになった。 

申込みは 6人で、うち 2人が保育ボランティア未経験者であった。4 人はすでに保育ボランティ

アとして登録している人だったが、その中の 1人は前年度受講希望だったものの家族のコロナ感染

のため受講を断念した人だった。 

第 1日目は、子育て支援センター「ひだまり」に依頼してセンターの見学と「現在の子育て事情

と課題について」の話をうかがった。 

センター内は種類豊富な手作りおもちゃなどが整頓されて置かれている。おもちゃは整理時の写

真を貼って片付けやすいよう工夫を施していた。また壁面には親の悩みや質問などにセンター職員

が答えたカードを掲示して、子育て中の両親の不安軽減をはかる取り組みも行われていた。 

現在の子育て事情として、虐待の増加や親の孤立、ゲームやインターネット、SNS などの子ども

の環境や遊びの変化などがあるとのことだった。講師は、10 人の子どもに対して 10 通りの子育て

がある、子育ての悩みを相談できる多くの場所が必要であると、周知の重要さを訴えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2日目は公民館保育の歴史と認定こども園の看護師 2人に「もしもの時の応急手当」と題して

子どものけがや事故、急な病気に対する対応方法について話してもらった。 

きちんと整理されたかわいい手作りおもちゃに受講者も興味津々 
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講師は傷や鼻血の際の処置、（砂などの）誤飲やのどに物を詰まらせた際の対処方法などを人形

や救急用具の実物を例示しながらわかりやすく説明してくれた。とくにノロウイルス感染の危険が

ある嘔吐物の処理については、実際に白い絵の具を混ぜた水を嘔吐物に見立てて、ブルーシートを

敷いた床に落とすと、思いのほか遠くまで飛沫が飛んでいることがわかり、受講者も驚いていた。 

実演を交えた処理方法の説明は大変参考になり、こども園では嘔吐物処理に必要な道具をそろえ

たセットを常備しているとのことで、保育ボランティアから保育室にセットを作って置いておくの

もいいかもしれないという声があがった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪アンケートより≫ 

・「10人いたら 10通りの子育て」という話も勉強になり、お母さんにとっても安心できるよう心が

けたいと思いました。 

・子育て支援センターの保育士の方のお話を聞かせて頂き、コロナ禍での事情や現状の問題、工夫し

ている点など興味深く聞かせて頂きました。また、他の参加者からご意見なども大変参考になるお

話しで、いろんな年齢層の方々で地域と子育てが関わる仕組ができれば子育てしやすい環境になり、

地域活性化にもつながるのかなと思いました。 

・いろいろな情報交換ができ、私にも出来ることを見つけることができました。 

・貝塚市の保育の歴史を知ることができた事 もしもの時の応急手当について知る事ができた事、勉

強になりました。貴重な機会を頂きありがとうございました。 

＜課題＞ 

来年度の保育つき講座の保育体制を考慮しながら、養成講座かスキルアップ講座にするかを検討

する。 

 

  

 

 

 

 

 

迫真の実演に受講者みなさん熱心に耳を傾けていました 
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貝塚市立公民館運審議会 会議・研修の状況 

貝塚市立公民館運営審議会 

＜ねらい＞ 

今後の公民館のあり方、新たな利用者の開拓、地域課題の解決に向けた講座・事業を展開できる

ように諮っていく。 

＜状況・成果＞ 

2年目になる第 35期（令和３・４年度）審議会委員の変更はなく、アフターコロナを見据えた

公民館活動、また公民館活動の更なる進展を目指した意義ある審議会となるように努めた。 

新しい首長を迎えた新年度として貝塚公民館の在り方についてまず、令和４年度の事業方針・予算等

の説明をもって考察した。当初、危惧された社会教育への大きな影響はなく予算的には前年に変わらぬ

運営が継続できることを報告し今後の公民館運営を審議した。 

アフターコロナを見据えた公民館活動の審議の焦点としては館内の Wi-Fi化、現行のコロナ対策

の緩和策また各行政との連携などが議論された。しかし、収束の方向とはいえ余談のゆるさないコ

ロナへの対策と事業運営のバランスを図る議論は悩ましいものであった。 

以前より審議された館内の Wi-Fi化が令和 5年 4月より 3館全体で整備されること、またコロナ

禍ではあるが貝塚公民館として各公民館において3年ぶりの公民館まつりが開催されたことなど一

定、事業全体が順調にすすんでいる報告には審議会としても安堵の胸を下した。 

この 2年、コロナ禍での貝塚公民館運営が主と審議され、貝塚公民館の未来を見据えた議論まで

には至らなかったと考察される。しかし、どのような状況下であっても公民館を必要とする人がい

て、公民館が市民の「生き場」であることも強く示された。 

＜課題＞ 

市民各層の代表者から知識や経験に基づく率直な意見を聞きくこと。 

貝塚公民館の在り方を審議する。 

 

 

 

 

 

区  分 委 員 氏 名 

学校教育の関係者 中 村 彰 男 

社会教育の関係者 

中 川 政 文 

西 田  陽 

黒 井 政 信 

木 村 恵美子 

中 野 伸 和 

谷 口 和 紀 

井 上 誠 一 

家庭教育の向上に資

する活動を行う者 
井 谷 麻衣子 

学識経験のある者 萩 原 雅 也 

開催年月日 案      件 

令和 4.7.25 

委員長、副委員長の選出について 

審議会の進め方について 

令和３年度第４回貝塚市立公民館運営審議会の会議録について 

令和４年度の事業方針・予算等について 

令和 4.10.18 
令和４年度第１回貝塚市立公民館運営審議会会議録について 

３館事業報告・事業予定について 

令和 4.12.26 

令和４年度 第２回貝塚市立公民館運営審議会会議録について 

３館事業報告・事業予定について 

第 44回全国公民館研究集会和歌山大会について 

令和 5.3.17 
令和４年度 第 3 回貝塚市立公民館運営審議会会議録について 

３館事業報告・事業予定について 
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阪南公民館運営協議会（館長会・実務担当者会含む） 

＜ねらい＞ 

 「阪南公民館相互の緊密な連携のもとに、公民館運営の研究並びに職員の研修及び親睦をはかり、公

民館活動の振興に寄与する」という会の目的が十分果たされるよう、積極的に参加・協力する。 

＜状況・成果＞ 

阪南公民館運営協議会（以下、「阪公運」と表す）は、現在 4 市 2 町（高石、岸和田、貝塚、阪南、

忠岡、田尻の各市町）にある公民館 11館で構成されている。 

協議会には、館長会・実務担当者会（以下、「実担会」と表す）の 2 つの部会があり、今年度の会長

（館長会代表兼務）は阪南市、実担会代表は岸和田市が担った。 

 館の運営や講座・事業また大阪府公民館・関連施設連絡会に関する事項等幅広く情報交換を行ってい

る。5/12には加盟 10館から 13人が参加し、令和 4年度の定期総会を開催、活動方針及び予算を決定し

た。 

加盟 11館の館長が出席する館長会は、6/23に阪南市立中央公民館、1/20に阪南市立尾崎公民館で開

催し、コロナ補助金を活用した事業、動画配信の有無、地域の町会・学校等との連携など館運営を巡る

諸課題について情報交換ができた。 

 各市町の代表者が出席する協議会は、12/16に高石市立千代田公民館、3/16に貝塚市立中央公民館で

開催し、泉佐野市立日根野公民館の視察研修の実施及び令和 5 年度定期総会の開催について確認した。 

実担会は、5回の定例会議に加え、8月 25日の公民館職員交流会・2月 16日の泉佐野市立日根野公民

館視察を開催した。毎年異動で担当者も替わる館があるので、年度当初には実担会のあゆみや経過につ

いて相互で学び合っている。また、代表に負担がかからないように案内や会議録などメンバー全員で事

務分担した。3 年目となる公民館職員交流会は、当協議会職員だけでなく、高石市以南の公民館活動を

行う館に公民館ネットワークの構築を図るために、直接または電話で呼びかけた。その結果泉南市立樽

井公民館より 2 名の職員の参加があった。当日は、「これからのきずなづくりを考えよう」をテーマに

ワークショップを行い、職員のスキルアップにつながった。 

＜課題＞ 

 阪南公民館の活動振興を見据えた、阪公運参加市町館以外とのネットワークの創出 

協議会の組織維持 
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三館利用者連絡会（三館利連） 

＜ねらい＞ 

 公民館を活動拠点とする三館の利用者団体（クラブ協議会・活動協議会・利用者連絡会）が集ま

り、各館の特色を活かし、連携と交流を図り、共通課題に取り組んでいくことを支援する。 

＜状況・成果＞  

三館の利用者団体相互の交流と親睦を深め、広く地域社会へ公民館活動の啓発・発信を行なう事

を目的に平成 25 年 4 月より「三館利用者連絡会(以下 三館利連)申し合わせ」をもとに、年 3 回

程度集まり情報交換や事業の話し合いを行なっている。 

4 月の引き継ぎ会では、申し合わせ事項の読み合わせをし、新年度の体制や取り組みについて確

認した。また、今後も全員が都合の良い昼間に会議を行なうことに決めた。 

恒例となった展示交流については例年通り取り組むことにし、結果 7クラブが参加した。今年度

はさらに各館のまつりの映像を他館で流す「映像交流」をすることが決まった。誰が映像を撮るか、

何分の映像にするか等、手探りの状態だったが、山手・浜手のまつり開催前に中央のまつりの映像

を流したことで、クラブ員の士気が高まった等、良かったとの感想が聞かれた。 

情報交換では、コロナ下でのまつりの開催方法や各団体の行事内容、役員や委員の選出方法など

毎回活発に意見交換がなされていた。 

＜課題＞ 

今後も各館共通の課題について話し合い、連携して事業に取り組むことを促し支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月日 内 容 会議場所 

4/18 引き継ぎ会 中央 

6/13 第 1回会議 山手 

8/29 第 2回会議 浜手 

11/14 第 3回会議 中央 

所属館 クラブ名 展示場所 

中央 月曜絵画 浜手 

中央 人形劇あひる 山手 

中央 ろうの花 浜手 

浜手 火曜ペン習字・書道 中央 

浜手 いけ花クラブ 中央 

浜手 光絵画 山手 

山手 水墨画 浜手 

展示交流 協力クラブ 会議日程 
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K（研修）部会 

＜ねらい＞ 

 職員の資質向上を図る。 

日頃の課題を共有する。 

職員の情報交換の場を設ける。 

＜状況・成果＞  

 今年度は 4 月に山手地区公民館職員 2 人を新たに迎え、3館職員で顔合わせや交流も兼ねて自己

紹介を全員で行った。5 月には貝塚市役所の新庁舎が完成したので、3 館職員が市民をスムーズに

案内できるようしっかりと把握するため、視察・見学を行った。6 月は主に三館会議で報告事項に

あがっている「公民館関係団体・委員会一覧表」を参考とし、各担当者より現状や悩みなどを話し

あった。普段の会議報告では伝わらない各団体、組織の内情や課題をみんなで情報共有することで

担当者以外も知ることができ、職員として今後の関わり方についても学ぶ機会となった。 

 7 月はユーチューブで「月刊公民館ちゃんねる」を視聴し、他府県の公民館活動や取り組みを学

び、8月・10月には、公民館利用促進アドバイザーと公民館運営審議会委員長の貝塚公民館運営に

携わっている 2人を講師に迎え、下表のテーマで研修を行った。現状の貝塚公民館の課題でもある

若年層や男性の利用が少ないこと、広報や宣伝の仕方について講師から他市公民館の情報や全国的

な社会教育施設の動向調査をもとに比較、意見交換し、今後の対策について共に考える時間をもっ

た。 

今後も有意義な研修にするべく、K部会担当者間での打合せをしっかりと行い実施していきたい。 

＜課題＞ 

3館の職員が集まる貴重な場として、今後も様々な課題に沿った研修を企画し取り組む。 

            テ ー マ 

４月 自己紹介（「私は誰でしょうかゲーム」を含めて）と交流 

５月 貝塚市役所新庁舎見学 

６月 公民館関係団体・委員会等一覧表、三館連携事業より現状・課題の共有 

７月 月刊公民館ちゃんねる視聴会（オンライン公民館「直営はつらいよ？」）  

８月 貝塚公民館が今、考えなければならないこと  

講師：室谷 雅美さん（公民館利用促進アドバザー） 

９月 社会教育主事講習を受けての報告 報告：小山 智子（浜手地区公民館職員） 

10月 今後の公民館の動向～全国の公民館の調査から～ 

講師：萩原 雅也さん（大阪樟蔭女子大学教授） 

11月 レクリエーション研修（室内オリンピックの内容と進め方について） 

講師：西本 仁志（山手地区公民館職員） 

12月 3館会議 Zoom開催によりK部会なし 

１月 今年度総括 

２月 今年度総括  のため K部会なし 

３月 今年度総括 



―会議・資料― 

三館-11- 

 

大阪府公民館・関連施設連絡会（府公連） 

＜ねらい＞ 

大阪府内の公民館・関連施設等の連携により、豊能・三島・北河内・中河内・南河内・泉北・泉南の

府内７ブロック及び大阪市との情報交換を行い、学び合い講座を通して職員の資質向上を図る。 

＜状況・成果＞ 

大阪府公民館・関連施設連絡会（以下、府公連と表す）は、2013年、以前の大阪府公民館振興協議会

（以下、府公振）が解散し、近畿公民館連合会脱退を経た中、府内公民館等社会教育施設職員の交流、

情報交換、さらに資質向上を図るため府公振残余金を活用し、大阪府教育庁及び大阪教育大学との共催

により「学び合い講座」を継続開催する組織へと生まれ変わっている。今年度、運営会議には大阪府教

育庁、大阪教育大学、大阪市、豊中市、富田林市、忠岡町、貝塚市が参加し、本市は会計を担当してい

る。会議は 6回開催された。 

学び合い講座は、「ともに育つための社会教育・生涯学習」「ヨーチェケラッチョ 今どきの若者を生

涯学習施設にどう呼び込むか！」「「BBS」って知ってまっか？ ～その活動と生涯学習施設との連携を

探る～」をテーマとして３回開催し、グループ討議で参加者同士の交流を深め、各施設の情報を交換し

合った。さらに、北摂地域を中心に府下公民館や社会教育施設職員の集まれる機会とする地域交流研修

会及び親睦会の開催も模索したが、今年度も開催には至らなかった。 

運営の担い手や資金の確保などの課題があるが、現状では、府内公民館及び関連施設職員の唯一の交

流、研鑚、情報交換の場となっており、今後も府公連の活動の継続が望まれる。 

＜課題＞ 

各市町村の府公連に対する理解を求めていく。 

公民館等社会教育施設の情報交換の機会創出を考えたネットワーク構築への協力。 

府公連事業の宣伝や実践報告を強化していくための SNS活用による発信。 
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市内小中学校施設見学等受け入れ 

月 日 学 校 名 来館学年 見 学 目 的 担当館 

4/26 二色小 第３学年 社会科授業（公共施設の役割） 浜手 

6/17 二色小 第２学年 社会科授業（公共施設の役割） 浜手 

11/17 中央小学校 第 3 学年 社会科授業（公共施設の役割） 中央 

2/10 第 3 中学校 第１学年 フィールドワーク 

（公共施設の役割） 

中央 

 

視察・研修受け入れ 

月 日 団体・機関名 内  容 担当館 

6/4 和歌山大学 プレーパーク聞き取り調査 中央 

  6/17 冒険あそび場協会 プレーパーク聞き取り調査 中央 

  6/20 立教大学・和歌山大学 社会教育施設調査 中央 

6/26～9/11 大阪樟蔭女子大学 社会教育実習 三館 

7/22～8/5 貝塚市教育研究センター 教職員２年目社会教育施設研修   三館 

11/2～11/29 和歌山大学 社会教育実習 中央 

11/18 河内長野市教育委員会 貝塚公民館について 中央 

1/26 岡山市立公民館 貝塚公民館について 三館 

2/7 奈良県宇陀市立中央公民館 貝塚公民館について 三館 

 

 

 

まちのすぐれもの 

 R4年度 新規登録者   5人 

 R4年度  利用回数   17回 

  ※3年ごとに更新（次回更新令和 6年度） 
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 新型コロナウイルス感染症への対応と公民館の動き（令和 2年度）  

年 月 日 国・府・市の動き 公民館の動き  

R2 1 24 【府】新型コロナウイルス対策本部設置    

    30 【市】新型コロナウイルス対策本部設置    

  2 20 
2/19第 8回対策本部会議でイベント等の取り扱

いについて 3/20までの方針決定 

公民館利用のクラブ・団体に活動自粛要

請 
 

  3 2 公立小中高校の一斉休校(～4/7) (第 1波） 
18歳以下（大人同伴の場合も含む）の利

用不可（～3/24） 
 

    3   
感染拡大を考慮し、公民館大会実行委員
会で第 8回貝塚公民館大会の中止を決定 

 

    23   
18歳以下（大人同伴の場合も含む）の利

用不可延長（～4/7） 
 

    26   中央公民館まつりの開催中止を決定  

  4 7 

【国】緊急事態宣言発出【府】外出自粛要請 

（～5/6） 

【市】小中学校の休校延長(～5/6)（第 2波） 

公民館が休館（～5/7）になる 

館ではコロナ対策の検討・準備、事業の

見直し、休館中にできることに取り組む 

 

    9   
18歳以下（大人同伴の場合も含む）の利

用不可再延長（～5/31） 
 

  5 4 【国】緊急事態宣言延長（～5/31） 公民館休館延長（～5/15）  

    11 【市】小中学校で週 1回程度の登校開始    

    16   
6月からの利用停止解除に向けた、打合

せ・会議等のみ使用可。(～5/31) 
 

    21 
【府】緊急事態宣言解除 5/23から施設等の利

用制限を緩和 
  

    23  
18歳以下（大人同伴の場合も含む）の利

用制限継続。（～6/14） 
 

  6 1 【市】小中学校再開（6/15まで分散登校） 
使用室定員の制限(約半数)を設け、コロ

ナ感染防止対策を講じた上での利用再開 
 

    
中
旬 

  

山手地区公民館の公民館まつり、浜手地

区公民館のふれあいまつりの開催中止を

決定 

 

  7 31 

【府】大阪市内の感染拡大に伴いイエローステ

ージへ移行 施設等の利用制限についてはさら

に緩和（8/1～） 

  

 10 12  使用室定員の利用制限を 7割程度に緩和  

  12 4 
【府】大幅な感染拡大を受けレッドステージ移

行を表明（第 3波） 
   

R3 1 13 【府】2回目の緊急事態宣言（1/14～2/7)    

    14 【市】公共施設の利用時間制限（1/18～2/7）    

    18   

午後 8時以降の利用制限・使用料の按分

徴収（当面の間）※2/28府の緊急事態宣

言解除まで 

 

  2 2 【国】緊急事態宣言延長（府：～2/28）    

   7  
第 9回貝塚公民館大会を、オンラインで

3館をつないで開催 
 



―会議・資料― 

三館-30- 

 

 新型コロナウイルス感染症への対応と公民館の動き（令和 3年度）  

年 月 日 国・府・市の動き 公民館の動き  

R3 4 5 

【府・市】感染症等まん延防止等重点措置         

【市】公共施設の利用時間制限（第 4 波） 

（4/5～5/5） 

4/5～5/5 公民館は 21 時閉館 

 

  4 25 
【国】緊急事態宣言（府：～5/11） 

【市】公共施設の貸出休止 
4/25～5/11 まで公民館が休館  

  5 7 【国】緊急事態宣言延長（府：～5/31）   

  5 10 【市】公共施設の貸出休止延長（～5/31） ～5/31 まで公民館が休館延長  

   28 【国】緊急事態宣言延長（府：～6/20）   

   29 【市】公共施設の貸出休止延長（～6/20） ～6/20 まで公民館が休館延長  

  6 18 
【国】感染症等まん延防止等重点措置         

（府：6/21～7/11） 
  

   19 【市】公共施設の利用時間制限（6/21～7/11） ～7/11 まで公民館が 20 時閉館  

  7 9 

【国】感染症等まん延防止等重点措置  

（府：7/12～8/22）         

【市】公共施設の利用時間制限緩和 

～8/22 まで公民館が 21 時閉館 

 

  7 30 【国】緊急事態宣言（府：8/2～31）（第 5 波）    

  8 1 
【市】公共施設の利用時間制限強化 

（8/2～8/31） 
8/2～8/31 まで公民館は 20 時閉館  

   17 
【国】緊急事態宣言延長（府：～9/12） 

【市】公共施設の利用時間制限延長 
～9/12 まで公民館は 20 時閉館  

  9 9 【国】緊急事態宣言延長（府：～9/30）   

   10 【市】公共施設の利用時間制限延長        ～9/30 まで公民館は 20 時閉館  

  9 28 【国】緊急事態宣言延長（府：～10/31）   

   30 【市】公共施設の利用時間制限延長（10/31） ～10/31 まで公民館は 21 時閉館  

 10 21 【国】緊急事態宣言解除（府：10/25～）   

   22 【市】公共施設の利用時間制限解除（10/25～）        10/25～通常どおり 22 時まで閉館  

R4 1 25 
【国・府・市】感染症等まん延防止等重点措置（第

６波） （1/27～2/20） 

感染症等まん延防止等重点措置に合わせた

運用（1/27～2/20） 

 

  2 18 
【国・府・市】感染症等まん延防止等重点措置延

長（～3/6） 

感染症等まん延防止等重点措置に合わせた

運用（～3/6） 

 

  3 4 
【国・府・市】感染症等まん延防止等重点措置延

長（～3/21） 

感染症等まん延防止等重点措置に合わせた

運用（～3/21） 

 

   



―会議・資料― 

三館-31- 

 

 新型コロナウイルス感染症への対応と公民館の動き（令和 4年度）  

年 月 日 国・府・市の動き 公民館の動き  

R4 4 21 
【府・市】オミクロン株の特性を踏まえた感染防

止対策（4/25～5/22） （第 6 波） 

感染予防対策の周知 
 

 7 10 

【府・市】大阪モデル黄色信号 

オミクロン株の変異株（BA.5、BA.4 系統）の特性

を踏まえた感染防止対策（7/12～）（第 7 波） 

感染予防対策の周知  

 7 28 

【府・市】大阪モデルが「非常事態」に移行。感

染拡大防止に向けた取り組み。 

要請期間（7/28～9/27）（第 7 波） 

感染予防対策の周知  

 10 12 
【府・市】大阪モデル警戒信号（黄信号）から警

戒解除（緑信号）に移行。 
感染予防対策の周知  

 11 8 
【府・市】大阪モデル警戒信号が緑信号から黄色

信号へ移行。（第 8 波） 
感染予防対策の周知  

 12 26 

【府・市】大阪モデルが「非常事態」に移行。感

染拡大防止に向けた取り組み。 

要請期間（12/26～1/31）(第 8 波) 

感染予防対策の周知  

 1 31 
【府・市】大阪モデル警戒信号（黄信号） 

（1/21～2/24） 
感染予防対策の周知  

 2 10 

【国】マスクの見直し（3/13 から適用、学校にお

けるマスク着用の見直しは 4/1 から適用） 

5/8 より、5 類感染症の位置づけ、それに伴い各種

措置終了。 

感染予防対策の周知  

 2 24 【府・市】大阪モデル警戒信号解除 感染予防対策の周知  

 3 13 【国】マスク着用は個人の判断が基本 
マスク着用については利用者の判断 

感染予防対策の周知 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 施設利用統計（令和 4年 4月～令和 5年 3 月） 

三館- 32 - 

< 利 用 人 員 数 ・ 中 央 >  
  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計(人) 

講座 330 577 603 1342 371 658 655 499 474 152 207 157  6,025 

事業 236 3251 514 142 276 674 450 365 1113 327 266 440  8,054 

クラブ等 1927 1682 2197 1756 1718 1938 2025 1780 2023 1791 1872 2,172  22,881 

一般利用 322 118 143 75 152 102 154 61 140 492 160 90  2,009 

その他 305 232 235 258 264 356 156 639 278 195 569 222  3,709 

計(人) 3120 5860 3692 3573 2781 3728 3440 3344 4028 2957 3074 3,081 42,678 

< 浜 手 地 区 >  
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計(人) 

講 座 16 204 384 464 199 222 186 227 324 180 185 96 2,687 

事 業 166 137 237 115 388 221 896 296 257 213 339 134 3,399 

クラブ等 1,190 1,293 1,272 1,419 1,018 1,199 1,392 1,409 1,470 1,349 1,616 1,564 16,191 

一般利用 4 10 4 44 38 0 22 18 32 33 29 119 353 

その他 452 492 414 475 460 350 424 411 346 321 298 486 4,929 

計(人) 1,828 2,136 2,311 2,517 2,103 1,992 2,920 2,361 2,429 2,096 2,467 2,399 27,559 

< 山 手 地 区 >   

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計(人) 

講 座 272 910 412 195 53 129 142 171 286 97 65 33 2765 
事 業 8 206 186 112 122 82 1383 490 79 402 883 38 3991 

クラブ等 1115 1176 1166 1303 850 1257 1199 1547 895 884 1072 1193 13657 

一般利用 213 142 57 36 92 32 354 431 509 115 48 156 2185 

その他 563 556 575 1287 1338 1406 900 433 1278 1098 777 1369 11580 

計(人） 2171 2990 2396 2933 2455 2906 3978 3072 3047 2596 2845 2789 34178 

< 使 用 状 況 ・ 中 央 >  

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計(回数) 

視聴覚室 55 58 62 62 41 50 60 53 57 54 46 60  658 

講座室３ 50 46 54 43 47 41 39 47 39 44 44 44  538 

講座室２ 50 48 50 56 43 58 49 52 51 48 44 54  603 

講座室１ 57 36 47 43 33 37 36 34 36 36 39 40  474 

和室 14 24 19 26 18 28 21 16 21 19 12 17  235 

創作室 31 31 35 29 16 32 26 26 29 33 28 32  348 

料理室 13 16 15 16 17 23 6 19 19 9 10 12  175 

保育室 31 34 38 41 37 48 39 38 41 42 38 39  466 

青少年センター 14 34 19 19 14 22 23 29 17 18 13 18  240 

文化会館 2 9 1 1 2 9 1 4 5 1 4 1  40 

その他 1 3 5 10 0 2 2 3 0 0 0 0  26 

計(回数) 318 339 345 346 268 350 302 321 315 304 278 317  3,803  

< 浜 手 地 区 > 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計(回数） 

ホ ー ル 39 40 41 51 44 42 57 52 54 45 53 45 563 
プレイルーム 19 17 27 23 14 10 19 18 25 20 23 17 232 

第１講座室 19 26 32 36 29 31 37 28 22 27 35 25 347 

第２講座室 20 31 27 32 23 26 45 27 30 36 33 28 358 

和   室 10 10 18 15 7 15 18 14 15 11 15 26 174 

料 理 室 4 11 6 21 7 14 15 10 8 8 9 9 122 

ロビー等 8 12 12 7 14 8 18 8 10 8 10 7 122 

計 ( 回 数 ） 119 147 163 185 138 146 209 157 164 155 178 157 1,918 

< 山 手 地 区 > 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計（回数） 

ホ ー ル 55 55 53 51 41 52 65 89 44 49 45 49 648 

楽 屋 １ 0 5 0 0 9 1 0 12 3 14 2 2 48 

楽 屋 ２ 0 5 0 0 11 4 3 9 3 14 2 1 52 

保 育 室 7 12 8 6 19 6 13 19 18 18 7 12 145 

講座室１ 21 24 28 30 24 24 24 36 25 26 30 25 317 

講座室２ 37 31 41 40 32 31 25 34 21 32 39 47 410 

講座室３ 34 34 26 28 22 28 27 30 28 17 25 26 325 

料 理 室 4 13 8 14 7 5 18 12 15 7 5 6 114 

視聴覚室 26 19 21 24 11 20 18 21 19 19 19 23 240 

音 楽 室 19 10 13 8 16 8 9 17 11 12 17 22 162 

創 作 室 15 13 16 15 12 19 13 15 11 14 14 15 172 

和 室 22 24 23 21 18 24 21 22 17 25 25 22 264 

計（ 回 数 ） 240 245 237 237 222 222 236 316 215 247 230 250 2897   
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